
〇
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
と
は
？

　

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
は
、
牛
に
感
染
す
る

と
下
痢
や
流
産
な
ど
を
引
き
起
こ
す

ば
か
り
で
は
な
く
、
人
の
食
中
毒
の

原
因
に
も
な
る
公
衆
衛
生
上
重
要
な

病
原
菌
で
す
。
牛
で
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
・

テ
ィ
フ
ィ
ム
リ
ウ
ム
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
・

ダ
ブ
リ
ン
に
よ
る
も
の
が
家
畜
伝
染

病
予
防
法
で
届
出
伝
染
病
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
症
の
発
生
は
農
場

に
大
き
な
経
済
的
損
失
を
も
た
ら
す

と
と
も
に
、
終
息
ま
で
に
数
カ
月
を
要

し
、
防
疫
対
策
実
施
に
よ
る
肉
体
的
、

精
神
的
負
担
も
伴
い
ま
す
。

〇
症
状
は
？

　

子
牛
で
は
、
元
気
消
失
、
食
欲
不

振
、
40
～
42
℃
の
発
熱
、
悪
臭
の
あ
る

粘
液
や
血
液
の
混
じ
っ
た
水
様
～
泥

状
下
痢
が
見
ら
れ
ま
す
。
下
痢
が
長

く
続
く
と
死
に
至
る
こ
と
も
多
く
、
回

復
し
て
も
予
後
不
良
と
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
成
牛
で
は
、
分
娩
後
の
ス

ト
レ
ス
が
大
き
い
時
期
に
発
症
す
る

こ
と
が
多
く
、
子
牛
と
同
様
の
下
痢
に

加
え
、
40
℃
以
上
の
突
然
の
発
熱
、
乳

量
低
下
、
起
立
不
能
、
流
産
な
ど
の
症

状
も
見
ら
れ
重
症
例
で
は
死
に
至
り

ま
す
。

〇
治
療
法
は
？

　

発
症
牛
は
隔
離
し
、
感
受
性
の
あ
る

抗
生
物
質
や
生
菌
剤
の
投
与
を
行
い

ま
す
。
し
か
し
、
全
身
症
状
が
治
ま
り

見
か
け
上
回
復
し
て
も
、
保
菌
牛
と
な

り
新
た
な
感
染
源
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
治
療
効
果
の
見
ら
れ
な
い

発
症
牛
は
淘
汰
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
予
防
が
と
て
も
大
切
で
す
。

～
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
対
策
～

〇
効
能
・
効
果

　

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
テ
ィ
フ
ィ
ム
リ
ウ

ム
及
び
サ
ル
モ
ネ
ラ
・
ダ
ブ
リ
ン
に

よ
る
牛
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
の
発
症
予
防
。

〇
用
法
・
用
量

　

現
在
、
臨
床
現
場

で
使
用
さ
れ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
は
、
初
回

実
施
年
度
は
、
２
ml

ず
つ
を
3
週
間
隔
で

２
回
牛
の
頚
部
皮
下

に
注
射
し
ま
す
。
以

後
、
約
１
年
ご
と
に
２
ml
を
1
回
頚
部

皮
下
に
追
加
注
射
し
ま
す
。

〇
最
後
に

　

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
を
防
ぐ
に
は
、
踏
み

込
み
消
毒
槽
を
毎
日
交
換
し
、
外
部
か

ら
持
ち
込
ま
せ
な
い
こ
と
や
、
サ
ル
モ

ネ
ラ
の
増
殖
を
抑
え
る
た
め
に
、
石
灰

散
布
や
日
光
消
毒
な
ど
を
定
期
的
に

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
き
る
こ

と
か
ら
実
践
し
、
地
域
全
体
で
発
生
を

抑
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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投与間隔

下痢便（サルモネラではありません）
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